
1,07210%

5545%

4625%

4454%2723%

4,116
40%

8568%

6957%

6697%

4444%3874%2963%

　令和 5年度の決定件数は 1,240件でした。その内訳は、支給決定件数が 1,016件

81.9%、不支給決定件数が 201件16.2%、取り下げ件数が 23件1.9%でした。

また、総支給額は約 23億円でした。

　令和元年度 令和 5年度の支給割合は 83%、不支給割合は 16%でした。

R元 R2 R3 R4 R5年度

1,230

245

1,152

1,405

❽

令和元年度令和5年度に支給決定した6,008件の原因薬延べ10,268品目を集計

1,355

201

1,016

1,240 



皮膚および皮下組織障害 神経系障害 肝胆道系障害

免疫系障害 胃腸障害

内訳LLT 比率

多形紅斑 33.2%

過敏症症候群 21.0%

紅斑丘疹型薬疹 11.4%

皮膚粘膜眼症候群 9.5%

中毒性表皮壊死融解症 9.3%

その他 15.8%

内訳LLT 比率

低酸素脳症 18.8%

脳出血 9.6%

運動機能障害 6.8%

その他 64.7%

内訳LLT 比率

肝機能障害 93.4%

その他 6.6%

内訳LLT 比率

アナフィラキシーショック 61.8%

アナフィラキシー 23.7%

その他 14.5%

内訳LLT 比率

結腸穿孔 14.9%

出血性大腸炎 13.2%

その他 71.9%

原因医薬品の小分類 比率

解熱鎮痛消炎剤 17.1%

抗てんかん剤 15.2%

主としてグラム陽性陰性菌に作用するもの 13.3%

消化性潰瘍用剤 5.8%

その他 48.5%

原因医薬品の小分類 比率

精神神経用剤 31.6%

局所麻酔剤 7.1%

血液凝固阻止剤 6.7%

その他の血液・体液用薬 4.6%

その他 49.9%

原因医薬品の小分類 比率

漢方製剤 15.0%

解熱鎮痛消炎剤 10.6%

消化性潰瘍用剤 8.8%

6.4%

その他 59.1%

原因医薬品の小分類 比率

主としてグラム陽性陰性菌に作用するもの 15.5%

X線造影剤 15.4%

その他 69.1%

原因医薬品の小分類 比率

X線造影剤 15.8%

解熱鎮痛消炎剤 12.3%

その他 71.8%

その他のアレルギー用薬

皮膚および
皮下組織障害
2,114件

26%

その他
1,314件

16%

神経系
障害
1,068件

13%肝胆道系
障害
681件

9%

胃腸
障害
570件

7%

免疫系
障害
552件

7%

呼吸器、胸郭
および縦隔障害
524件

7%

筋骨格系および
結合組織障害
454件

6%

感染症および
寄生虫症
405件

5%

血液およびリンパ系障害
312件

4%

令和元年度令和5年度に

支給決定した6,008件の副作用

による健康被害をMedDRA/J

の器官別大分類で集計した

延べ7,994件を対象とした内訳

器官別大分類毎に主な副作用

のMedDRAJの下層語LLT

と主な原因薬の薬効小分類を

示した

○

○



その他

8%
対象除外医薬品等または

受忍に該当する

4%

判定不能である

25%

医薬品により

発現したとは

認められない

38%

入院を要する程度

または障害の等級

に該当しない

9%

使用目的または

使用方法が適正

とは認められない

16%

令和元年度 令和 5 年度に不支給決定を行った 1,157件の内訳




